
良い
コメ

でき
たな
ぁ

稲刈り体験
（萩間小学校）



民生費（30.0％）
　61億5,788万円

公債費（10.4％）
　21億3,898万円

消防費（11.6％）
　23億8,561万円

衛生費（10.9％）
　22億3,513万円

土木費（7.9％）
　16億2,580万円

教育費（8.1％）
　16億7,423万円

総務費（11.4％）
　23億3,675万円

商工費（2.8％）５億6,664万円 災害復旧費（1.2％）
　２億3,769万円

議会費、労働費（0.8％）
　１億6,496万円

農林水産業費（4.9％）
　10億1,321万円

田沼意次侯生誕300年記念事業、静波海岸マ
リンスポーツステーション整備、まきのはら
産業・地域活性化センター設立などの「にぎ
わい創出」、小学校空調設備整備、保育園・
小学校施設改修事業などの「子育て・教育環
境の充実」を推進しました。
問い合わせ　財政課　田中和彦　☎㉓0054

「にぎわい創出」、
「子育て・教育環境の充実」を推進

全ての指標が

令和元年度決算状況からみる市の財政状況は健全です。
国が自治体の財政状況把握のための指標を設けており、その指標に合わせて毎年、財政の健全性を
確認しています。その状況を見てみましょう。

歳
入
（
収
入
）

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

は
２
１
３
億
１
８
３
１
万
円
（
前

年
度
比
△
２
・
６
％
）
で
、
歳
入

の
約
４
割
を
占
め
る
市
税
が
前
年

度
比
5
億
５
８
０
７
万
円
（
前
年

度
比
△
６
・
４
％
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
海
岸
部
の
地
価
の
下
落
が
止

ま
ら
ず
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

特別会計
特別会計名 歳入 歳出

国民健康保険 52億1,020万円 49億4,347万円
後期高齢者医療 ５億302万円 ５億283万円
介護保険 44億531万円 43億1,765万円
土地取得 16万円 16万円
農業集落排水事業 1,483万円 1,343万円

水道事業会計（企業会計）
区分 収入 支出

収益的収支 10億3,341万円 ９億7,322万円
資本的収支 １億5,338万円 ３億4,724万円
　収益的収支 ＝ 水道事業を運営するための収支を表したもの
　資本的収支 ＝ 配水池の建設や管路の整備など、資産の整備
　　　　　　　  と企業債償還金などの支出、その財源となる
　　　　　　　  収入の収支を表したもの

地方譲与税（1.2％）
　２億5,249万円

その他交付金（1.3％）
　２億9,035万円

市税（38.5％）82億1,557万円

諸収入（2.2％）
　４億7,598万円

繰越金（5.3％）
　11億1,995万円

繰入金（3.0％）
　６億3,860万円

寄附金（1.0％）
　２億1,033万円

分担金・負担金、
財産収入（0.7％）
　１億5,676万円

使用料・手数料（1.1％）
　２億2,970万円

地方交付税（9.2％）
　19億6,252万円

市債（11.1％）
　23億5,700万円

国庫支出金（9.9％）
　21億1,820万円

県支出金（11.3％）
　24億861万円

地方消費税交付金（4.2％）
　８億8,225万円

［内訳］
 固定資産税　44億507万円
 個人市民税　22億2,871万円
 法人市民税　10億6,892万円
 市たばこ税　３億3,729万円
 軽自動車税　１億7,556万円
 都市計画税　２万円
（滞納繰越分） 家

屋
に
つ
い
て
は
、
住
宅
や
工
場
、

倉
庫
の
新
築
数
の
増
加
な
ど
か
ら

増
額
し
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
も
、

自
動
車
関
連
企
業
や
太
陽
光
発
電

設
備
事
業
者
な
ど
の
設
備
投
資
に

よ
り
増
額
と
な
り
、
前
年
度
を
上

回
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
法
人
市
民
税
は
市

内
大
手
企
業
な
ど
の
業
績
悪
化

に
よ
る
影
響
か
ら
、
前
年
度
比

5
億
８
９
８
１
万
円
（
前
年
度
比

△
35
・
６
％
）
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
制
度
改

正
の
影
響
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税

の
減
額
な
ど
も
あ
り
、
歳
入
全
体

で
は
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

歳
出
（
支
出
）

　

歳
出
は
、
２
０
５
億
３
６
８
８

万
円
（
前
年
度
比
△
１
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
ス
ト
ッ
ク
補
修
支
援
事
業

① 実質赤字比率
普通会計（一般会計と土地取得特別会計の計）の赤字の程度を示す比率で、
財政運営の悪化の度合いを示します。
牧之原市は、収入総額が支出総額を上回っているため、黒字です。

事業会計の料金収入に対する資金不足（赤字額）の比率で、経営状況の深
刻度を示します。
市の水道事業と農業集落排水事業については、資金不足はありません。

借金返済や将来も支払わなければならない負担金などの残高を指標化した
ものです。この比率が高いほど、将来、財政が圧迫される可能性が高いこ
とになります。

② 連結実質赤字比率
牧之原市の全ての会計を合計した収支の赤字比率です。
①の実質赤字比率と同様に、特別会計や水道事業会計を加えても黒字の運
営をしています。

の
増
額
や
、
坂
部
消
防
館
お
よ
び

地
頭
方
地
区
放
射
線
防
護
施
設
の

建
設
事
業
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
、
小
学
校
空
調

設
備
整
備
事
業
、
台
風
19
号
の
災

害
復
旧
事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

歳
入
と
同
様
に
２
年
連
続
で
２
０

０
億
円
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
事

業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、
限
ら

れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

市（一部事務組合などを含む）の借金の返済額の大きさを示す指標で、こ
の比率が高いほど返済負担が重くなります。借金をするために県の許可が
必要となる基準18％を平成25年度に下回り、元年度はさらに減少しまし
た。今後も比率は減少する見込みです。県下の平均値（５.９％）を目指して、
計画的な事業執行と財政運営に努めていきます。

水道事業会計（企業会計）は、地方公営企業法に基づき設けた水道
事業を行う特別会計で、民間企業と同様の経理や決算を行います。

特別会計は、市が特定の事業を行うために、一般会計と区別して設
けるもので、特別会計ごとに決算を行います。

③ 実質公債費比率

④ 将来負担比率

⑤ 資金不足比率

注意
（13％～）

危険
（20％～）

危険
（350％～）

注意
（18％～）

危険
（30％～）

注意
（25％～）

危険
（35％～）

危険
（20％～）

健全
（13％未満）

健全
（18％未満）

健全
（25％未満）

健全
（350％未満）

健全
（20％未満）

財政調整基金（貯金）の推移 市債残高（借金）の推移 (普通会計)

25

30

35

40

Ｈ27

32.3 32.4 32.4

185

190

195

200 (億円)
196.1

190.9

191.6

189.5

32.4

前年度と比較すると、市税や地方交付税、ふるさと納税などの減
額により財政調整基金の繰入額が大幅に伸びたことから、減額と
なりました。事業費の年度間の調整財源として活用しています。

29.4

199.3

道路ストック補修支援事業や防災行政無線デジタル化整備など
の事業により、借入額が返済額より多くなったため、前年度よ
り市債残高が増加しました。

(億円)

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１



▼
静
波
海
岸
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

整
備
事
業（
７
８
６
８
万
円
）商
工
費　

サ
ー

　

フ
ィ
ン
競
技
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
整

　

備
と
観
光
地
と
し
て
の
海
水
浴
場
に
お
け
る

　

快
適
な
環
境
を
整
備
。

▼
田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
事
業
（
２

　

９
４
４
万
円
）
総
務
費　

田
沼
意
次
侯
生
誕

　

３
０
０
年
の
年
を
契
機
に
、
市
民
の
誇
り
の

　

醸
成
お
よ
び
産
業
・
観
光
の
活
性
化
に
つ
な

　

げ
る
た
め
、
各
種
記
念
事
業
を
実
施
。

▼
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
事
業
（
７
５
９
万
円
）

　

総
務
費　

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
ー
フ
ィ
ン

　

チ
ー
ム
が
市
内
で
強
化
合
宿
を
実
施
、
ア
メ

　

リ
カ
合
衆
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
が
地
域

　

住
民
と
の
交
流
を
実
施
。

▼
茶
業
振
興
事
業
（
４
２
９
５
万
円
）
農
林
水

　

産
業
費　

茶
業
団
体
の
育
成
支
援
、
茶
業
集

　

積
や
乗
用
型
機
械
の
導
入
支
援
を
実
施
。

▼
新
拠
点
開
発
推
進
事
業
（
３
８
２
万
円
）
土

　

木
費　

東
名
高
速
道
路
相
良
牧
之
原
イ
ン

　

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
の
開
発
を
推
進
す
る
た

　

め
、
準
備
組
合
と
業
務
代
行
予
定
者
と
の
業

　

務
協
定
を
締
結
。

▼
英
語
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
２
４
５
７
万

　

円
）
教
育
費　

小
中
学
校
へ
の
外
国
人
指
導

　

助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
配
置
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

▼
学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業
（
１
９
５

　

０
万
円
）
教
育
費　

学
習
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　

に
よ
る
児
童
生
徒
に
応
じ
た
学
習
活
動
の
支

　

援
を
実
施
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
活
用
推
進
事
業

　
（
５
２
８
９
万
円
）
教
育
費　

授
業
で
の
Ｉ

　

Ｃ
Ｔ
機
器
利
活
用
の
研
究
や
小
学
校
３
年
生

　

以
上
の
全
普
通
教
室
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

　

整
備
を
実
施
。

▼
学
校
施
設
改
修
事
業
（
５
７
８
７
万
円
）
教

　

育
費　

川
崎
小
学
校
教
室
棟
（
Ａ
〜
Ｃ
棟
）

　

の
大
規
模
改
修
工
事
お
よ
び
細
江
小
学
校
管

　

理
教
室
棟
改
修
の
設
計
業
務
委
託
を
実
施
。

▼
小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
（
１
億
９
６
９

　

８
万
円
）
教
育
費　

学
習
意
欲
の
向
上
と
健

　

康
保
持
を
目
的
と
し
て
小
学
校
の
教
室
な
ど

　

に
空
調
設
備
を
設
置
。

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
２
０
１

　

９
万
円
）
民
生
費　

育
児
不
安
を
軽
減
す
る

　

た
め
、
子
育
て
親
子
の
交
流
促
進
、
相
談
指

　

導
、
講
座
な
ど
の
開
催
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　

へ
の
活
動
支
援
な
ど
を
実
施
。

▼
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
事
業
（
７
８
１

　

万
円
）
民
生
費　

専
門
職
を
配
置
し
、
子
育

　

て
、
児
童
虐
待
、
発
達
支
援
な
ど
の
相
談
お

　

よ
び
関
係
機
関
と
の
調
整
を
実
施
。

▼
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
（
１
億
８
５
３
０

　

万
円
）
民
生
費　

子
育
て
の
経
済
的
負
担
の

　

軽
減
と
早
期
受
診
に
よ
る
子
ど
も
の
健
全
な

　

育
成
へ
の
寄
与
を
目
的
に
、乳
幼
児
か
ら
小
・

　

中
・
高
校
生
ま
で
の
入
通
院
に
係
る
医
療
費

　

助
成
を
実
施
。

▼
勝
間
田
保
育
園
改
修
事
業（
１
８
２
６
万
円
）

　

民
生
費　

保
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
大

　

規
模
改
修
工
事
を
実
施
。

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
（
２
０
０
６
万

　

円
）
民
生
費　

子
育
て
の
経
済
的
な
負
担
軽

　

減
を
目
的
に
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ

　

ど
も
園
な
ど
を
利
用
す
る
、
３
歳
か
ら
５
歳

　

ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
児
教
育
・

　

保
育
無
償
化
事
業
を
実
施
。

子育て支援センター榛原（さざんか内）

教室に空調設備を設置地頭方原子力防災センター「ジーボ」

▼
老
人
会
館
解
体
事
業
（
３
０
５
５
万
円
）
民

　

生
費　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画

　

に
基
づ
き
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
津
波
浸
水

　

区
域
に
立
地
し
て
い
る
老
人
会
館
の
解
体
工

　

事
を
実
施
。

▼
公
営
住
宅
等
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
（
４

　

１
０
９
万
円
）
土
木
費　

公
営
住
宅
等
長
寿

　

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
菅
ケ
谷
団
地
１
・
２
・

　

３
号
棟
の
排
水
管
等
取
替
修
繕
、
菅
ケ
谷
団

　

地
２
号
棟
補
修
工
事
、
大
原
団
地
・
菅
山
団

　

地
の
一
部
解
体
工
事
を
実
施
。

▼
相
良
公
民
館
解
体
事
業
（
１
９
２
万
円
）
教

　

育
費　

耐
震
性
不
足
に
よ
り
閉
館
し
た
相
良

　

公
民
館
を
解
体
す
る
た
め
の
設
計
を
実
施
。

▼
情
報
発
信
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
）
事
業　

　
（
９
０
０
万
円
）
総
務
費　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　

ン
や
多
言
語
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

▼
放
射
線
防
護
対
策
事
業
（
９
億
２
０
０
７
万

　

円
）
消
防
費　

Ｐ
Ａ
Ｚ
圏
内
の
要
配
慮
者
等

　
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児
な
ど
）
の

　

被
ば
く
の
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
、
安
全
に

　

一
時
的
な
屋
内
退
避
を
行
う
た
め
、
地
頭
方

　

原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
を
整
備
。

▼
地
頭
方
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
（
１

　

億
５
５
７
６
万
円
）
農
林
水
産
業
費　

レ
ベ

　

ル
１
津
波
対
策
事
業
と
し
て
、
地
頭
方
漁
港

　

海
岸
の
護
岸
整
備
工
事
を
実
施
。

▼
消
防
施
設
整
備
事
業（
１
億
５
７
８
４
万
円
）

　

消
防
費　

消
防
水
利
の
充
足
率
向
上
の
た
め

　

耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
、
消
防
団
（
３･

10

　

分
団
）
の
統
廃
合
に
係
る
詰
所
の
解
体
撤
去

　

や
建
設
を
実
施
。

▼
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
（
３

　

億
２
４
１
１
万
円
）
消
防
費　

災
害
時
お
よ

　

び
災
害
復
旧
活
動
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
迅

　

速
性
・
確
実
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
更
新

　

整
備
を
実
施
。

▼
移
住
・
定
住
促
進
事
業
（
７
５
０
４
万
円
）

　

総
務
費　

定
住
施
策
と
し
て
の
奨
励
金
な
ど

　

の
支
援
や
移
住
相
談
会
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー

　

を
実
施
。

▼
道
路
ス
ト
ッ
ク
補
修
支
援
事
業
（
４
億
４
８

　

３
８
万
円
）
土
木
費　

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕

　

計
画
に
基
づ
き
、
市
道
の
舗
装
補
修
を
10
路

　

線
お
よ
び
法
面
補
修
２
路
線
、
橋
梁
の
補
修

　

工
事
４
橋
を
実
施
。

▼
浸
水
対
策
事
業
（
９
７
１
３
万
円
）
土
木
費

　

浸
水
被
害
低
減
の
た
め
、
河
川
改
良
事
業
を

　

実
施
。

▼
生
活
・
幹
線
道
路
の
整
備
事
業（
４
億
５
０
８

　

万
円
）
土
木
費　

国
県
道
な
ど
を
含
め
た
広

　

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
目
的
に
、

　

市
内
の
主
要
幹
線
道
路
・
生
活
道
路
を
整
備
。

　

市
道
壱
丁
田
北
線
・
大
倉
壱
丁
田
線
整
備

　
（
６
１
８
３
万
円
）、
市
道
須
々
木
大
溝
線
改

　

良
（
１
億
２
２
５
４
万
円
）、
津
波
避
難
路

　

整
備
（
６
２
２
１
万
円
）、市
道
八
ツ
枝
毛
ヶ

　

谷
線
改
良
（
６
８
５
０
万
円
）
な
ど
。

市道須々木大溝線

ホームページ全面リニューアル 静波海岸マリンスポーツステーション

令和元年度に実施した



将来人口推計と若者の定住に向けて
直近の人口移動などの状況をもとに、市の将来人口推計を見直しました。
若者世代の流出が大きな課題のため、その解決に向けた取り組みを進めていきます。

問い合わせ　秘書政策課　本間直樹　☎㉓0052

実績値◀ ▶推計値

国勢調査実績
市独自推計（目標値）
市独自推計（基礎値）
社人研推計（最新）

6,656人

733人

婚姻数
出生数

影響？

大きく減少

「ミルキーウェイショッピングタウン」（相良地区内）の民間空き店舗（旧ジャンボエンチョー）を改
修し、公共と民間の複合機能を持つ施設「ミルキーウェイスクエア」を整備します。
民間部分（Café、物販、ボルダリング、観光案内、レンタルスペースなど）と公共部分（図書交流館）
の機能が交じり合うことで、まち中での暮らし方を楽しく、豊かにする施設にしていきます。

人工芝のシェアキッチン ボルダリング施設「SEA CLIMB」

（仮称）図書交流館
レンタルスペース
（各種イベント・
講座など）

レンタサイクル
観光案内

カフェ

ボルダリング施設

シェアキッチン
テナント
スペース
（募集中）

ミルキー
ウェイ
スクエア
全体図

（仮称）図書交流館イメージイラスト

ミルキーウェイスクエアのコンセプト
「コーヒーを飲みながら雑誌を読む」「小さい子どもを持つ
母親同士が子どもを連れて半日過ごす」「情報や人とつな
がり、交流できる」といった利用イメージを考えています。
公共施設単体では、本を読む、借りる機能が中心になりま
すが、民間施設と複合していることで、買い物や遊びに行
くことと一体的な、生活に溶け込んだ使い方が実現できま
す。周辺には、公園などさまざまな民間施設もあるため、
これらとの関わりを強め、まち中で暮らす魅力を高める拠
点にしていきます。

ミルキーウェイスクエアお披露目会でにぎわう
クラフト雑貨などのマルシェ（８月２日）

総合戦略の柱となる基本目標と、具体的な取り組み例として「公民
複合施設『ミルキーウェイスクエア』の整備」について紹介します。

（仮
称）図
書交
流館
の

愛称
募集
中！

詳細
は24
ペー
ジへ

牧之原市のまちづくり

表２：社会増減の推移

表３：婚姻数と出生数の推移

ほぼゼロ

転出
転入

リーマン
ショック

東日本
大震災

社会減
が抑制

人
口
の
推
移
﹇
表
１
﹈

　

本
市
の
人
口
は
、
令
和
２
年
に

は
推
計
で
約
４
万
４
千
人
と
な
っ

て
お
り
、
本
市
の
独
自
推
計
（
転

入
、
転
出
な
ど
を
日
本
人
と
外
国

人
別
に
分
析
）
で
は
、
令
和
27
年

に
２
万
９
２
８
７
人
（
市
独
自
推

計
・
基
礎
値
）
に
な
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
に
対
し
、
若
者
の

転
出
を
抑
え
、
出
生
率
を
上
げ
る

こ
と
で
、
３
万
２
８
１
０
人
（
市

独
自
推
計
・
目
標
値
）
に
す
る
目

標
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
数

は
、
同
時
点
の
国
立
社
会
保
障
人

口
問
題
研
究
所
の
人
口
推
計
よ
り

６
６
５
６
人
多
い
も
の
で
す
。

度
に
か
け
て
婚
姻
数
が
大
き
く

減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の

要
因
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

出
生
数
の
増
減
は
、
女
性
１
人

当
た
り
の
出
生
数
よ
り
も
、
子
ど

も
を
産
む
世
代
の
流
出
や
婚
姻
数

の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
日
本
人

女
性
の
減
少
に
、
早
め
に
歯
止
め

を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

転
出
と
転
入
の
差
（
社
会
増

減
）﹇
表
２
﹈

　

年
度
別
に
転
出
と
転
入
の
差
を

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
25
年
度

に
は
最
大
７
３
３
人
減
少
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
に
は
差
が

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

婚
姻
と
出
生
の
関
係
﹇
表
３
﹈

　

年
度
別
出
生
数
を
見
る
と
、
平

成
22
年
度
に
は
３
８
７
人
生
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
に

は
２
２
３
人
と
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
か
ら
30
年

表１：人口推移と将来人口

市の人口
ピーク

「交流を通じた学び」＋  「のんびりくつろげる」拠点の整備

入口

本年度「ボルダリング施設   S
シ ー
EAC

ク ラ イ ム
LIMB」などから

運営を開始
本年度に整備し、令和3年4月の
オープンに向けて準備中    

た
だ
し
、
転
出
数
は
減
ら
ず
、

特
に
日
本
人
の
若
者
世
代
の
減
少

は
今
で
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

転
入
の
増
加
は
、
市
内
の
工
場

に
勤
務
す
る
外
国
人
の
転
入
者
が

増
え
た
た
め
で
あ
り
、
定
住
よ
り

も
就
業
目
的
の
移
住
者
が
多
い
と

推
測
さ
れ
ま
す
。



市では毎年、がん検診を実施しています。
本年の検診も、残すところわずかとなりました。
本年の検診受診が次年度の検診申し込みとなりますので、
忘れずに受診しましょう。
問い合わせ　健康推進課　畑佳広・大隅麻由　☎㉓0024

日にち 会場 日にち 会場
11月４日水 トーク地頭方 12月１日火 相良保健センター
　　６日金 萩間公民館 　　２日水 萩間公民館
　　７日土 相良保健センター 　　４日金 細江コミュニティセンター
　　13日金 総合健康福祉センター  さざんか 　　５日土 総合健康福祉センター  さざんか
　　18日水 相良保健センター ［受付時間］

　午前８時15分～午前11時
［検査内容］
▶胃がん検診＝バリウムＸ線検査
▶肺がん検診＝胸部レントゲン検査
▶大腸がん検診＝検便

＊受診券がなくても受診できます。直接会場にお越
　しください。

　　20日金 菅山農業就業改善センター
　　24日火 相良保健センター
　　25日水 総合健康福祉センター  さざんか
　　26日木 牧之原コミュニティセンター
　　27日金 勝間田会館
　　30日月 トーク地頭方

■胃がん・肺がん・大腸がん検診日程

［検査内容］
▶子宮頸がん検診＝子宮頸部の細胞診
▶乳がん検診＝マンモグラフィ

［会場・実施期間など］
▶榛原総合病院

　　実施期間＝ 12月19日土まで
　　＊予約受付期間＝10月30日金まで
▶あかほりクリニック
　実施期間＝ 12月26日土まで
　　＊予約不要、子宮頸がん検診のみ
［持ち物］
婦人科検診受診券

■子宮頸がん・乳がん検診日程

令和３年度からは、がん検診の申込調査は実施せず、前年度に受診歴がある人に受診券を発送します。その
ため、本年度に受診した人は、次年度の申し込みをしなくても受診券が郵送されるようになります。
▶子宮頸がん・乳がん検診の受診券は２年前に受診歴がある人に、骨粗しょう症検診の受診券は５年前に受
　診歴がある人に発送します。

受診しましたか？

▶本年度受診しなかった人で、次年度には受ける意向がある人は、広報まきのはらやホームページなどで検
　診日程を確認し、直接会場へお越しください（婦人科検診・女性の総合がん検診を除く）。
▶受診券の発送を希望する人は、健康推進課（☎㉓0024）に連絡してください。
▶前年度の受診歴がなくても、以下の場合は受診券が届きます。

がん検診の申込方法が変わります

種類 対象者 送付物

肝炎ウイルス検査 40、45、50、55、60歳の人で、過去に本市の
同様の検査を受けたことがない人 無料受診券

子宮頸がん検診 20歳女性 受診券、無料クーポン券

乳がん検診（マンモグラフィ検査） 40歳女性 受診券、無料クーポン券

骨粗しょう症検診 40歳女性 受診券

歯周病検診 40、50、60、70歳の人 無料受診券

20歳 40歳 45歳 50歳 55歳 60歳 65歳 70歳 75歳

胃がん（＊１）

肺がん

大腸がん

子宮頸がん

乳がん（マンモグラフィ） （＊２）

そ
の
他
の
検（
健
）診

骨粗しょう症

肝炎ウイルス（＊３）

歯周病検診

特定健診

長寿健診

＊１　令和３年度から、胃がん検診は40歳以上の人が対象となります。
＊２　乳がん検診のエコー検査はオプションですが、マンモグラフィ検査が禁忌の人は補助対象となります。
＊３　市での検査は一生に一度です。40歳以上であれば何歳でも受診可能ですが、節目年齢では無料になります。

＊39歳の人には、翌年度の胃・肺・大腸がん検診の申込調査はがきが届きます。

毎年（国の指針では２年に１度を推奨）

毎年

毎年

２年に１度

２年に１度

毎年　＊国保加入者のみ

受診

がん検診がん検診

［検査内容］
　胃がん（午前中のみ）、肺がん、大腸がん
　+子宮頸がん、乳がん、骨粗しょう症
［日程・会場］
　令和３年２月17日水　午前・午後　　榛原文化センター
［申込方法］
　完全予約制。専用の申込ハガキで申し込んでください。
　手元にハガキがない人は、健康推進課に問い合わせてください。
［申込期限］
　令和３年１月15日金
　＊申込ハガキの提出期限が
　　「2020年９月11日金」と記載されて
　　いますが、上記の申込期限までに
　　申し込んでください。
［持ち物］
　婦人科検診（子宮頸がん、乳がん、
　骨粗しょう症検診）受診券

科検診受診券券券
各検（健）診についての問い合わせ

［胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症・肝炎ウイルス・歯周病検診］
  ▶健康推進課　☎㉓0024
［特定健診・長寿健診］
  ▶国保年金課　☎㉓0023

令和３年度  年齢別検（健）診早見表

■女性の総合がん 追加検診 日程

申込ハガキ 婦人科検診
受診券



「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
開
催

　

市
で
は
静
岡
大
学
の
協
力
に
よ

り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
試
行
事
業

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
創
作
料
理
を
作
っ
て
競

う
祭
典
「
ア
ー
ス
ラ
ン
チ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
11
月
に
開
催
し
ま

す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
参
加

す
る
小
学
校
の
児
童
が
、
学
校
菜

園
や
学
校
区
で
採
れ
る
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
考
え
、
作
り
、
審

査
員
に
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
審
査

員
は
内
容
を
聞
き
、
試
食
を
し
て

大
賞
を
決
め
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
、

子
ど
も
た
ち
は
野
菜
を
育
て
た
り
、

料
理
を
考
案
し
た
り
、
宣
伝
の
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
を
専
門

家
に
学
ん
で
作
成
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
た
だ
料
理
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
創

造
力
を
働
か
せ
、
今
あ
る
も
の
を

活
用
し
、
周
り
と
協
力
を
し
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
郷
に

学
び
、
将
来
を
見
通
し
、
自
ら
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
「
起き

郷ご
う

家か

」
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
市

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ね
ら
い
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を

深
め
た
り
、
地
域
の
特
色
を
つ

く
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
で
地
域
の

こ
と
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　

   

小
中
一
貫
教
育

　

小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
に

当
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
９
年
間

の
学
び
と
育
ち
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

中
学
校
区
ご
と
に
順
次
、
連
携
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
度

か
ら
は
、
牧
之
原
小
・
中
学
校
が

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　

牧
之
原
小
・
中
学
校
で
は
、
ま

ず
は
両
校
の
目
指
す
子
ど
も
像
を

「
協
力
平　

夢
あ
る
未
来
を
切
り

拓
く
」
に
そ
ろ
え
、
９
年
間
で
育

み
た
い
子
ど
も
像
を
共
有
し
て
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
び
の
交
流

と
し
て
小
学
校
６
年
生
が
中
学
校

の
授
業
参
観
に
行
っ
た
り
、
特
別

支
援
学
級
が
合
同
で
農
園
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
は
、
合
同
で
授
業
づ
く
り

や
子
ど
も
理
解
の
研
修
を
行
い
、

お
互
い
に
授
業
を
参
観
し
合
う
こ

と
で
、
９
年
間
で
育
む
資
質
・
能

力
の
相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
の
授
業
で
は
、
中
学

校
の
教
員
が
４
〜
６
年
生
の
授
業

を
受
け
持
つ
「
乗
り
入
れ
授
業
」

も
行
い
、
専
門
性
の
高
い
授
業
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、両
校
を
つ
な
ぐ
「
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
」
を
職
員
の
手
で
整
備

し
、
上
靴
の
ま
ま
お
互
い
の
学
校

へ
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ

と
で
、
子
ど
も
や
教
員
が
気
軽
に

交
流
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

本
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、

各
中
学
校
区
が
特
色
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
よ
り
成
長
で
き
る
よ
う
な
、

９
年
間
の
系
統
立
て
た
教
育
を
確

立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児童がデザインを
考え、できあがったポスター

始まっています　コミュニティ・スクール

市では、令和４年度までに市内全小中学校に「コミュニティ・スクール」を導入することを目指し、各校
で準備を進めています。コミュニティ・スクールは、学校だけでなく、地域の人たちも同じ目標を共有し
て子どもを育てることができる仕組みです。地域と学校が一緒に考える「学校運営協議会」と、地域が主
体となって子どもの学びをサポートする「地域学校協働活動」が両輪となって成り立っています。
本年度からコミュニティ・スクールを導入している勝間田小学校、萩間小学校、相良中学校に、コミュニ
ティ・スクールの現状や今後への期待などについて聞いてみました。

地域の力を学校に
コミュニティ・スクール導入のきっかけは、「地域の良さを知り、地域を大切にする子どもを育てたい」とい
う思いでした。学校の職員は人事異動で変わるので、学校だけでは地域の良さを引き出しきれません。地域の
ことをよく知っている地元の人に入ってもらうことで、地域を愛する子どもが育つことを期待しています。

郷土愛は地域で育む
ＣＳディレクターの役割は、学校と地域をつなぐことです。子どもたちには、たくさんの人と触れ合うことで
郷土愛を育んでほしいですし、地域の人には、もっと学校を知ってもらいたいと思っています。これらをスムー
ズに実現できるようにすることが、自分の仕事だと思っています。子どもの笑い声を聞きながら、前向きな人

みんなで考える環境を
教育現場には、教育の部外者の声が入ることが必要です。学校運営協議会では、教員でない人が、学校と一緒
に悩み、課題を解決するためにみんなで一緒に考えることで、いろいろなアイデアが出てきます。
私は今、「地域の子どもは地域で育てる」ことの使命感を感じています。もちろん活動は子どものためではあ
りますが、最終的には地域の力となって返ってくるものだと思っています。

コミュニティ・スクール導入により、まず職員の考え方が変わりました。責任感が強く、
「自分でやらなければ」と考えてしまっていた職員が、人に頼るようになったことで、
授業に専門的なものを取り入れられ、かつ、より楽しく活動ができるようになりました。
また子どもたちも、地域の良さをさらに深く学ぶことができるようになりました。
将来的には、学校が地域のコミュニティになったらいいなと思っています。学校にいろ
いろな人が自然に入ってきて、子どもに関わってくれたり、そこで人のネットワークが
築けたりするようになることを期待しています。

たちと活動ができて楽しいですし、とてもやりがいを感じています。
もともと萩間小学校では、地域の人が学校の体験学習の支援や声掛け運動をしていまし
た。本年度はさらに、学校運営協議会での話し合いを通して、週２回の放課後学習「寺
子屋はぎま」を新たに実施することになりました。また子どもの安全のため、通学路の
草取りも地域みんなでやろうと決め、実行に移しています。このような活動は、学校の
ためになるのはもちろん、学校を核にしたネットワークの形成や、地域力の向上につな
がるため、地域にとってもよいことだと思います。

「人を育てること」は一番大切なことです。リモート学習でも学力の心配はあまりない
かもしれませんが、コミュニケーション力や見て考えるプロセスは、体験を通して身に
付きます。コミュニティ・スクールでは、地域の人と子どもたちが接する機会をつくり
たいと考えており、本年度は、子どもたちが自分の将来や生き方を考えるきっかけにし
てもらおうと、学校運営協議会のメンバーで生徒の面接練習をしました。
今後は、学校に地域の人が入り「これやってみよう」というような意見が活発に交わさ
れる環境をつくっていきたいです。さらには、小学校や高校との連携も、少しずつでき
たらと考えています。

勝間田小学校 校長 櫻
さくら

井
い

真
ま

弓
ゆみ

先生

萩間小学校 Ｃ
シー

Ｓ
エス

ディレクター 坪
つぼ

池
いけ

芳
よし

子
こ

さん

相良中学校 学校運営協議会 会長 今
こん

野
の

英
ひで

明
あき

さん

両校をつなぐグリーンロード

「望ましい教育環境のあり方に関する方針」に基づいて市が進めている
「キャリア教育を軸とした小中一貫教育とコミュニティ・スクール」の
取り組みについてお知らせします。

問い合わせ　学校教育課　小倉圭司　☎532645

つなごうつなごう 学び 育ちみんなの学びと育ち



漫画『Dr.STONE』（原作：稲
い な

垣
が き

理
り

一
い ち

郎
ろ う

、作画：B
ボ ウ イ チ

oichi）をご存じですか。
作中に「相良油田」が実名で登場したのをきっかけに、相良油田への若者の来訪が増えています。
今回は、漫画『Dr.STONE』と「相良油田」の魅力についてお伝えします。

問い合わせ　観光課　水嶋智子　☎532623

平成29年３月から、集英社の『週刊少年ジャンプ』にて好評連載中。コミックスの累計発行部数が750万
部を超える大人気漫画です。アニメ第１期は、令和元年７月から12月まで放送され、令和３年１月からは、
第２期アニメのテレビ放送とネット配信がスタートします。
［ストーリー］
物語の舞台は、全人類が、謎の現象により一瞬で石化した約3700万年後の世界。
文明が滅んだ石の世界（ストーンワールド）で、超人的な頭脳を持つ、根っからの科学少年・千

せん

空
く う

を中心
として、仲間たちと一緒に、科学の力でゼロから文明を作り出していく冒険物語です。
物語の中では「科学」が重要な役割を果たしていますが、科学部分が分からなくても、スピーディで引き
込まれる展開となっています。

物語の中で、日本から地球の裏側まで航海するための船のエンジンの燃料として「石油」が必要となり、
相良油田を目指すこととなります。単行本10巻から11巻にかけて、相良油田が登場します。

◀手堀り小屋
　第94話の扉絵で描か
　れています。再現度の
　高さに驚きです。

◀相良油田石油抗
　第86話に出てきます。
　どこに出てくるか、探
　してみてください。

相良油田（菅山区）は、太平洋岸唯一の産油地です。
相良油田の歴史は明治５年、旧幕臣村

むら

上
か み

正
ま さ

局
ち か

が海老江（現
在の大江区）で石油を発見したことから始まります。その
後、日本の石油王・石

いし

坂
ざ か

周
しゅう

造
ぞ う

の知るところとなり、明治
６年、菅ケ谷に開坑、採油を開始しました。最初は手掘り
により堀削されましたが、この年の10月には、米国製の
綱堀り機により日本で最初の機械掘りが行われました。
相良油田の原油はガソリンや灯油分を多く含み、極めて軽
質な、世界でもまれにみる良質な原油です。明治17年ご
ろの最盛期には、240抗の井戸から年間721キロリットル

明治末期～大正初期の風景
（絵葉書「遠州相良 菅山石油鉱山」（個人蔵））

［展示内容］　▶登場スポットマップのパネル▶
アニメ第２期ポスター▶単行本▶アニメプロ
モーションビデオ▶メッセージボード

相良油田資料館
［所在地］菅ケ谷2525番地１
［開館時間］午前９時～午後４時
［休館日］▶火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
  　　　　▶12月29日～１月３日
  　　　　▶祝日の翌日
  　　　　　（土日に当たる場合は、次の休館日の翌日）
［問い合わせ］相良油田資料館　☎872525

（ドラム缶約3600本分）もの原油が産出され、約600人が働いていました。この採油業は明治から昭和に
かけて約80年間、相良の一大産業として広く知られましたが、徐々に衰退。昭和30年ごろ、全ての事業
を終了しました。平成19年には、経済産業省の「近代化産業遺産」に認定されました。

相良油田の採掘などで犠
牲になった22人の慰霊
のために建てられた神
社。境内には「石油抗山
遭難者之碑」という慰霊
碑がある。

日本で最初に石油の機械
掘りに成功した油田跡。
日本近代石油産業の発祥
地で「わが国石油機械掘
り発祥の地」の石碑があ
る。市指定文化財。

昭和25年に開坑された
機械掘井で、現存する唯
一の石油抗。深さは310
メートルある。県指定文
化財。

菅ケ谷の山並みの峠にあ
たる場所にある。３枚の
うち中央が石坂周造、向
かって右が山

やま

岡
おか

宗
そう

之
の

助
すけ

、
左が村上正局の石碑。

山あいに位置する、油田跡を整備した公園。
緑豊かな芝生広場が広がり、手掘り小屋などの珍しい施設のほか、アスレチックやバー
ベキューガーデン（＊）などアウトドア設備が充実している。
＊バーベキューガーデンの利用には事前申し込みが必要です。

相良油田の里公園の敷地内にある相良油田資料館には、相良
油田に関するさまざまな展示物があり、油田の歴史や当時の
様子を学ぶことができます。
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定
住
新
た
に
市
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
家
族
に
奨
励
金
を
交
付

令
和
３
年
度
か
ら
、
市
へ
の
定
住
を
応
援
す
る
「
子
育
て
家
族
定
住
奨
励
金
」
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

情
報
交
流
課　

森
怜
也　

☎
（
23
）
０
０
４
０

市内に住宅を新築または購入した「子育て家族」に奨励金が交付されます。
今回の改正では、市外から転入してきた家族について、新たに奨励金を交付し、併せて奨
励金額の見直しを行いました。
令和３年４月１日以降の申請者が対象となりますので、住宅を建築中や建築予定の人は、
早めに情報交流課まで相談してください。
＊今回の改正は、令和３年度予算の成立をもって運用となりますのでご承知おきください。

納
税

11
月
と
12
月
は
「
滞
納
整
理
強
化
月

間
」
で
す
。

　

県
と
県
内
市
町
は
、
財
源
確
保
と
納

期
内
納
付
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

一
丸
と
な
っ
て
徴
収
の
強
化
に
取
り
組

み
、
納
税
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

税
金
は
社
会
を
支
え
る
た
め
の
財
源

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
福
祉
や

保
険
な
ど
の
社
会
保
障
の
ほ
か
、
教
育
、

ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
皆
さ
ん
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　
「
納
税
」
は
、
教
育
、
労
働
と
と
も
に

国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
と
し
て
憲
法

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
納
税

者
の
皆
さ
ん
は
、
納
期
限
ま
で
に
税
金

を
納
め
て
い
ま
す
。
税
金
は
期
限
内
に

自
主
的
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
付
は
市
役
所
・
金
融
機
関
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
で
き
ま
す

が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
期
限

を
過
ぎ
る
と
納
付
書
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税
金
を
滞
納
す
る
と

　

期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
納

納
税
の
推
進
を
図
る
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

横
山
英
紀　

☎
（
23
）
０
０
２
２

期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督
促
状
（
手

数
料
１
０
０
円
加
算
）
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
た
延
滞
金
が
発
生
し
、
納
付
が
遅
れ

る
ほ
ど
金
額
が
増
加
し
ま
す
。

　

納
付
や
納
税
相
談
が
な
い
場
合
に
は
、

金
融
機
関
や
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
へ

令和元年度　市税差押件数
預貯金 給与 保険 年金 不動産 動産 その他 合計
263件 342件 13件 374件 ８件 ０件 49件 1,049件

の
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き

財
産
を
差
し
押
さ
え
、
そ

の
財
産
を
公
売
す
る
な
ど

し
て
換
価
し
て
、
滞
納
し

て
い
る
税
金
に
充
当
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
手

続
き
を
「
滞
納
処
分
」
と

い
い
ま
す
。

早
め
の
納
税
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
不

振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
納
期
限
ま
で
に
税

金
の
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

完
納
に
向
け
、
納
税
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
を
一
時
的

に
納
付
で
き
ず
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

納
税
の
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
に
納
税
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

生
に
伴
う
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
事
業
な
ど
に
係
る
収
入
に

相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
人
は
、
最
大
１

年
間
、
地
方
税
の
徴
収
の
猶
予
（
担
保

不
要
、
延
滞
金
免
除
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
場
合
の
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
、
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
、
ま
た
は

収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
（
見
込

み
を
含
む
）
場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
要
件

や
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
国
保
年

金
課
（
☎
（
23
）
０
０
２
３
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
品
展
を
開
催

　

市
で
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
に

合
わ
せ
、市
内
小
中
学
生
か
ら
「
税

に
関
す
る
作
品
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
小
中

学
生
の
税
意
識
を
高
め
、
税
務
行

政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

11
月
に
は
、
応
募
の
あ
っ
た
ポ

ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
な
ど
の
優

秀
作
品
な
ど
を
展
示
し
た
「
税
に

関
す
る
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時11

月
４
日
水
〜
12
日
木

　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時　

　
（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

会
場

　

市
役
所
榛
原
庁
舎
2
階
市
民
ラ
ウ

　

ン
ジ
・
相
良
庁
舎
玄
関
ホ
ー
ル

展
示
内
容

　
﹇
榛
原
庁
舎
﹈
川
崎
小
・
細
江
小
・

　

勝
間
田
小
・
坂
部
小
・
榛
原
中

　

の
応
募
作
品

　
﹇
相
良
庁
舎
﹈
相
良
小
・
菅
山
小
・

　

萩
間
小
・
地
頭
方
小
・
牧
之
原

　

小
・
相
良
中
・
牧
之
原
中
の
応

　

募
作
品

■対象となる「子育て家族」とは
　▶住宅の引き渡し日の属する年度の４月１日時点で40歳未満の夫婦
　　または
　▶申請日時点で中学生以下の同居する子どもがいる夫婦

■奨励金額　　　　　　　　　　　　　基礎額に、①～⑤を加算した額が奨励金額となります。
加算の種類など 従来制度 改正制度

基礎額 住宅取得分 30万円 20万円

加算額

①土地取得加算 20万円 10万円

②中学生以下の子と同居加算 １人当たり　10万円

③市内事業者からの新車購入加算 30万円
（③か④を選択）

10万円
（③か④を選択）④市内事業者による住宅建築または購入加算

⑤市外からの転入家族加算（新規） － 10万円
＊「牧之原市勤労者住宅資金利子補給金」の交付を受けた場合、③④の加算は受けることができません。
＊⑤転入家族加算は、対象住宅の引き渡し日から過去２年以内、または引き渡し日以降に本市に住民
　登録し、かつ転入日から過去３年以上、他の市区町村に住民登録されていたことが条件となります。

取得要件 市内に新築または購入した住宅に定住すること

取得費用 対象となる住宅の取得価格が300万円以上であること

持分要件 対象となる住宅が共有である場合は、夫婦等の持分の合計が２分の１以上であること

共通要件

対象住宅の延床面積が 50㎡以上あり、玄関・居室・台所・便所・浴室を備えていること

「牧之原市空き家リフォーム等助成金」の交付を受けていないこと

市町村税の滞納がないこと

■申請方法
　交付申請書に必要書類を添えて、情報交流課に提出してください。
　交付には取得金額や延べ床面積など諸条件がありますので、事前に相談してください。

■条件（変更なし）

■申請期限
　住宅の引き渡しから２カ月以内

■問い合わせ
　牧之原市役所 企画政策部 情報交流課（担当：森・大石）
　☎（23）0040　　℻  （23）0059　　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp
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表
彰
道
路
愛
護
や
環
境
美
化
、
道
路
事
業
の
推
進
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん

表
彰
伝
達
式
お
よ
び
表
彰
報
告
式
を
行
い
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

建
設
管
理
課　

伊
藤
仁　

☎
（
53
）
２
６
２
７

商
工
２
年
に
一
度
検
査
し
ま
し
ょ
う

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課　

榑
林
沙
樹　

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

取
引
・
証
明
の
計
量
に
使
用
し

て
い
る
は
か
り
は
、
使
用
し
て
い

る
う
ち
に
誤
差
が
生
じ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
計
量
法
で
は
、
２
年
に

一
度
、
定
期
的
な
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
検
査
の
対
象

①
商
店
や
工
場
な
ど
で
取
引
に
使

う
は
か
り

②
薬
局
な
ど
で
薬
剤
調
合
用
に
使

う
は
か
り

③
荷
物
運
送
業
な
ど
で
荷
物
の
料

金
を
決
め
る
た
め
に
使
う
は
か
り

④
茶
な
ど
を
販
売
す
る
た
め
に
使

う
は
か
り　

な
ど

受
検
通
知

　

受
検
者
に
は
、
検
査
日
の
約
１

週
間
前
に
静
岡
県
計
量
協
会
か
ら

「
計
量
器
定
期
検
査
通
知
書
」
が

ハ
ガ
キ
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
取
引
ま
た
は
証
明
に
は

か
り
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者
は
、

商
工
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

検
査
日
程
は
、
下
の
表
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
道
路
愛
護
・
環
境
美
化
に
尽
力

「
河
川
・
海
岸
、
道
路
愛
護
団
体
等
知

事
表
彰
」

東ひ
が
し

福ふ
ん

田だ

フ
ラ
ワ
ー
フ
レ
ン
ド
（
細
江

区
）
が
令
和
２
年
度
河
川
・
海
岸
、
道

路
愛
護
団
体
等
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

９
月
14
日
に
杉
本
市
長
か
ら
表
彰
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
団
体
は
平
成
14
年
か
ら
長
年
に
わ

た
り
、
毎
日
の
よ
う
に
国
道
１
５
０
号

周
辺
の
花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、
四
季

を
通
し
て
通
行
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
の
草
刈
り
、
ご
み
拾

い
も
行
い
、
環
境
美
化
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
代
表
の
大お

お

井い

照て
る

恵え

さ
ん
は

「
自
分
た
ち
の
成
果
が
皆
さ
ま
に
喜
ば

れ
て
う
れ
し
く
思
う
。
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
道
路
愛
護
推
進
・
道
路
事
業
推

進
に
尽
力　
「
道
路
愛
護
優
良
団
体
表

彰
・
道
路
功
労
者
表
彰
」

仁に

田た

友ゆ
う

仁じ
ん

会か
い

（
川
崎
区
）、
茶ち

ゃ

っ
こ

ク
ラ
ブ
（
静
波
区
）
の
２
団
体
が
道
路

愛
護
優
良
団
体
表
彰
を
、
追お

い

廻ま
わ
し

町
内
会

（
川
崎
区
）
が
道
路
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

仁
田
友
仁
会
、
茶
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
２

団
体
は
、
手
入
れ
を
さ
れ
て
い
な
い
県

道
沿
い
の
花
壇
な
ど
を
、
地
域
の
憩
い

の
場
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
廻
町
内
会
は
、
道
路
の
整
備
方
針

書
策
定
の
た
め
、
策
定
作
業
へ
の
参
画

や
住
民
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
、
短
期
間
で
の
事
業
着
手
の
実
現
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、
市
役
所
に
受
賞
報
告
に

訪
れ
た
各
団
体
の
代
表
者
は
「
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
や
り
が
い
に
な
る
。
こ

の
受
賞
も
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
ま
し
た
。

10
月
17
日
〜
23
日
は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
を
ご
存
じ
で
す
か

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

畑
佳
広　

☎
（
23
）
０
０
２
８

医
療

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局

　

か
か
り
つ
け
医
の
よ
う
に
、
自
宅
の

近
く
な
ど
で
「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・

薬
局
」
を
持
つ
こ
と
で
、
薬
剤
師
が
薬

に
ま
つ
わ
る
相
談
な
ど
に
応
じ
て
く
れ

ま
す
。

﹇
相
談
の
例
﹈

▼
複
数
の
診
療
所
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て

　

い
る
と
き
の
薬
の
重
複
チ
ェ
ッ
ク

▼
薬
の
飲
み
方
相
談

▼
健
康
食
品
と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
の
相

　

談
▼
余
っ
て
い
る
薬
の
調
整
（
残
っ
て
い

　

る
薬
に
応
じ
て
、
医
師
と
処
方
す
る

　

薬
の
量
を
調
整
）

▼
薬
の
変
更
（
飲
み
に
く
い
錠
剤
か
ら

　

顆
粒
剤
な
ど
へ
の
変
更
、
生
活
リ
ズ

　

ム
に
合
わ
せ
て
「
朝
昼
晩
服
用
」
か

　

ら
「
朝
夕
服
用
」
へ
の
変
更
な
ど
）

▼
在
宅
医
療
で
必
要
と
な
る
薬
や
医
療

　

材
料
の
提
供

▼
薬
の
服
用
履
歴
管
理　

な
ど

薬
局
で
は
健
康
相
談
に
も
対
応

　

薬
局
の
薬
剤
師
は
、
薬
に
関
す
る
困

り
ご
と
や
質
問
は
も
ち
ろ
ん
、
健
康
に

関
す
る
さ
さ
い
な
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
会
合
な
ど
で

薬
剤
師
に
よ
る
薬
や
健
康
な
ど
の
知
識

を
深
め
る
た
め
の
「
薬
と
く
ら
し
の
教

室
」（
＊
）
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
気
軽
に
、
身
近
な
薬
局
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
「
薬
と
く
ら
し
の
教
室
」
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ

▼
中
部
保
健
所
榛
原
分
庁
舎

　

☎
（
22
）
１
１
５
１

日にち 時間 場所

　11月30日月
午前10時30分～正午 牧之原区民センター駐車場
午後１時30分～午後３時 ハイナン農協萩間支店駐車場

　12月１日火 午前11時～午後３時 トーク地頭方駐車場
　　　２日水

午前10時30分～午後３時 牧之原市役所相良庁舎駐車場
　　　３日木
　　　４日金 午前10時30分～正午 ハイナン農協西部営農経済センター駐車場
　　　７日月 午前10時30分～午後３時 牧之原市役所相良庁舎駐車場
　　　８日火 午前10時30分～午後２時 勝間田会館駐車場
　　　９日水

午前10時30分～午後３時
牧之原市役所榛原庁舎駐車場　　　10日木

　　　11日金 午前10時30分～正午

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
事
業
収
入
が
減
少
し
た
皆
さ
ま
へ

令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

小
林
孝
明　

☎
（
23
）
０
０
３
５

税
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
事
業
収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た

中
小
事
業
者
等
（
中
小
企
業
者
・
小
規

模
事
業
者
）
が
所
有
す
る
固
定
資
産
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
税

を
軽
減
し
ま
す
。

該
当
者
と
軽
減
率

　

中
小
事
業
者
等
の
う
ち
、
令
和
２
年

２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連
続
す

る
３
カ
月
間
の
収
入
額
が
、

▼
前
年
同
期
間
と
比
較
し
て
30
％
以
上

50
％
未
満
減
少
し
た
場
合
は
、
２
分

　

の
１
に
軽
減
。

▼
前
年
同
期
間
と
比
較
し
て
50
％
以
上

　

減
少
し
た
場
合
は
、
ゼ
ロ
に
軽
減
。

＊
複
数
の
事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
、

全
て
の
事
業
に
係
る
収
入
の
合
計
額
で

の
比
較
と
な
り
ま
す
。

軽
減
対
象

　

事
業
用
家
屋
お
よ
び
設
備
な
ど
の
償

却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税

申
告
ま
で
の
流
れ

　

該
当
と
な
る
中
小
事
業
者
等
は
、
認

定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
等
（
税
理
士

や
商
工
会
な
ど
）
に
事
業
収
入
の
減
少

幅
を
確
認
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

確
認
後
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機

関
等
に
申
告
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
、

必
要
書
類
な
ど
を
添
付
し
、
市
税
務
課

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

　

令
和
３
年
２
月
１
日
月

そ
の
他

　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

茶っこクラブ
東福田フラワーフレンド

仁田 友仁会
追廻町内会

表彰された皆さん



市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口

入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎㉓

問 ☎㉓

問 ☎㉓問 ☎

問 ☎㉓

—

問 ☎

問 ☎

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。
相談会場でも体温測定を行い、37.5℃以上ある場合や咳症状がある場合などは、電
話相談への切り替えや相談の延期などをさせていただく場合があります。

問 ☎

相
談
公
的
機
関
を
か
た
っ
た
電
話
や
マ
ル
チ
商
法
、
土
地
の
契
約
な
ど

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　

田
義
明　

☎
（
23
）
０
０
８
８

■
事
例
①

　
「
国
勢
調
査
に
関
す
る
こ
と
」
と
言
っ

て
電
話
が
あ
り
、
預
金
口
座
の
情
報
や

個
人
情
報
を
聞
か
れ
た
。
答
え
な
か
っ

た
が
、
答
え
て
も
よ
か
っ
た
の
か
。

﹇
注
意
点
﹈

　

国
勢
調
査
で
は
、
調
査
員
が
電
話
で

個
人
情
報
や
預
金
額
な
ど
を
直
接
聞
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
機
関
を
か
た
り
、
家
族
構
成
な

ど
を
聞
き
出
す
「
ア
ポ
電
」
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
事
例
②

　
「
必
ず
も
う
か
る
良
い
話
が
あ
る
」
と

知
人
に
誘
わ
れ
て
、
内
容
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
ま
ま
借
金
を
し
て
数
十
万
円
支

払
っ
た
。
知
人
を
誘
う
と
紹
介
料
が
受

け
取
れ
る
と
も
聞
い
た
。
し
か
し
全
然

も
う
か
ら
ず
、
知
人
の
勧
誘
も
う
ま
く

い
か
な
い
。
借
金
の
返
済
も
で
き
な
い

の
で
、
解
約
し
た
い
。

﹇
注
意
点
﹈

　
「
絶
対
に
も
う
か
る
」「
簡
単
に
も
う

か
る
」
投
資
は
あ
り
ま
せ
ん
。
友
人
や

知
人
に
誘
わ
れ
て
も
、
よ
く
考
え
て
不

審
だ
と
思
っ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。
カ
ー
ド
で
の
高
額
決
済
や

借
金
を
し
て
ま
で
契
約
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
や
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

■
事
例
③

　

売
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
山
林
を

「
売
っ
て
あ
げ
る
」
と
知
ら
な
い
業
者
か

ら
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、
契
約
し
た
。
売

却
の
た
め
の
現
地
調
査
・
測
量
な
ど
の

名
目
で
支
払
い
を
し
た
が
、
別
の
価
値

の
な
い
土
地
と
の
交
換
に
な
っ
て
い
た
。

﹇
注
意
点
﹈

　

過
去
に
原
野
商
法
（
原
野
な
ど
の
価

値
の
無
い
土
地
を
だ
ま
し
て
売
り
つ
け

る
悪
徳
商
法
）
の
被
害
に
遭
っ
た
人
や

土
地
を
相
続
し
た
人
が
、
新
た
な
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取
り

消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
ま
と
め

　

一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
勝
手
に
や
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
契
約
前
に
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
相
談
員
が
解
決
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
諦
め
ず
に

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

10
月
は
里
親
月
間
で
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

山
本
和
正　

☎
（
23
）
０
０
８
３

子
育

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
家
庭
で

養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
を
、

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
を
も
っ
て
養
育
す
る

人
の
こ
と
を
「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　

子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
、
理
解
と

熱
意
を
持
ち
、
豊
か
な
愛
情
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

県
が
実
施
す
る
研
修
を
修
了
す
る
こ

と
や
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

里
親
の
種
類

養
育
里
親　

家
庭
に
戻
れ
る
ま
で
ま
た

　

は
自
立
で
き
る
ま
で
、
子
ど
も
を
養

　

育
す
る
里
親　

専
門
里
親　

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
や

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
、
経
験
と
専

　

門
知
識
を
活
か
し
て
養
育
す
る
里
親

親
族
里
親　

子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
、

　

親
の
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど
の
事
情

　

に
よ
り
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

　

に
、
里
親
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て

　

養
育
す
る
里
親

養
子
縁
組
里
親　

養
子
縁
組
に
よ
っ
て

　

養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

里
親
に
な
っ
た
ら

○
児
童
相
談
所
が
、
面
会
や
交
流
を
繰

　

り
返
し
た
上
で
、
養
育
を
お
願
い
す

　

る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。

○
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て
い
る

　

間
は
、
定
め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な

　

経
費
（
生
活
費
や
教
育
費
な
ど
）
が

　

公
費
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
養
育
中
の
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に

　

は
、
児
童
相
談
所
な
ど
が
相
談
に
応

　

じ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活

を
提
供
し
て
く
れ
る
里
親
を
求
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
、
里
親
に
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
里
親
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
﹈

▼
牧
之
原
市
福
祉
事
務
所　

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー（
こ
ど
も
家
庭
係
）

　

☎
（
23
）
０
０
８
３

▼
静
岡
県
中
央
児
童
相
談
所　
　
　
　

　

☎
０
５
４
（
６
４
６
）
３
５
７
０

﹇
里
親
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
人
﹈

▼
静
岡
県
こ
ど
も
家
庭
課　
　
　
　
　

　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
９
２
２

▼
静
岡
県
中
央
児
童
相
談
所　
　
　
　

　

☎
０
５
４
（
６
４
６
）
３
５
７
０

▼
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
る
か
ぜ

　

☎
０
５
４
（
６
５
６
）
３
４
５
６



☎



☎
☎

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
12

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
流
行
し
、

感
染
す
る
と
38
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
や
関
節
・
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
体
力
や
免

疫
力
が
低
下
し
た
人
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
症
状
が
重

症
化
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
肺

炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
、
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
症
状
が
似
て
お
り
、
見

分
け
が
つ
き
に
く
い
病
気
で
す
。

予
防
対
策
を
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
だ
け
で
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
予
防
し
ま
し

よ
う
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は

﹇
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
﹈

　

基
本
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
同
じ
で
す
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
後
の
手
洗
い
う
が
い

　

手
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
体
に

入
っ
て
感
染
す
る
た
め
、
こ
ま
め

な
手
洗
い
が
重
要
で
す
。

②
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
）

③
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

④
人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
る

（
密
集
・
密
閉
・
密
接
を
避
け
る
）。

﹇
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
﹈

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防

に
は
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

接
種
し
て
か
ら
効
果
が
出
る
ま
で

２
週
間
程
度
か
か
る
た
め
、
流
行

前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
事
前
に
か
か
り
つ
け

医
な
ど
受
診
し
た
い
医
療
機
関
に

予
約
を
し
、
早
め
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者
や
、

基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
は
重

症
化
し
や
す
い
た
め
、
必
ず
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
高

齢
者
は
10
月
中
に
接
種
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
遅
く

と
も
11
月
中
に
は
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課

☎ ☎ ☎
☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎

☎
☎

☎

☎

☎

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
期
予
防
接
種
対
象
者

①
接
種
日
に
65
歳
以
上（
昭
和

30
年
12
月
31
日
以
前
の
生
ま

　

れ
）の
人

②
接
種
日
に
60
〜
64
歳（
昭
和

31
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
35

　

年
12
月
31
日
生
ま
れ
の
人
）

　

で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器

　

の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
身

　

の
回
り
の
生
活
を
極
度
に
制

　

限
さ
れ
る
人
。

ー
予
防
接
種
実
施
対
象
期
間
ー

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

　

令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で



火

☎

募
集
要
項
・
応
募
用
紙

▼
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
（
ワ
ー
ド
お
よ
び
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
）
▼
市
内
施
設
で
入
手
＝
社
会
教

育
課
（
相
良
庁
舎
３
階
）、
各
庁
舎

市
民
課
窓
口
、
市
立
図
書
館
、
相
良

総
合
セ
ン
タ
ー
い
〜
ら
、
総
合
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
、
市
内

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

選
考

　

市
で
選
考
の
上
、
最
優
秀
賞
を
１

点
決
定
し
、
採
用
作
品
と
し
ま
す
。

採
用
作
品

12
月
初
旬

に
発
表
予
定
。

受
賞
者
に
は

図
書
カ
ー
ド

３
万
円
分
を

進
呈
し
ま
す
。

市
立
図
書
館
は
休
館
し
ま
す

　

市
立
図
書
館
は
、
図
書
館
移
転

お
よ
び
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
導
入
に
伴
い
、
休
館
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

休
館
す
る
図
書
館

相
良
図
書
館
、
榛
原
図
書
館
、
移

動
図
書
館
ひ
ま
わ
り
号

休
館
期
間

12
月
１
日
火
〜
令
和
３
年
４
月
の

開
館
ま
で
の
間

休
館
期
間
中
の
図
書
返
却
場
所

相
良
庁
舎
１
階
出
納
室
、
榛
原
文

化
セ
ン
タ
ー
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

（
土
日
祝
日
は
各
庁
舎
日
直
室
）

休
館
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

令
和
３
年
４
月
に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
「（
仮
称
）
牧
之
原
市
立
図
書

交
流
館
」
は
、民
間
の
複
合
施
設
「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア
」（
波
津
区
）

内
で
、
図
書
を
通
し
た
交
流
空
間
を
創
り
出
し
ま
す
。

　

誰
も
が
身
近
に
感
じ
、
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

森
川
崇
之　

☎
（
53
）
２
６
４
６

愛
称
の
基
準
・
条
件

▼
覚
え
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の

▼
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
も
の

応
募
期
間

10
月
15
日
木
〜
11
月
15
日
日（
必
着
）

応
募
資
格

日
本
国
内
在
住
の
個
人

応
募
方
法

　

市
内
施
設
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
先　

〒
４
２
１
‐
０
５
９
２

　

牧
之
原
市
相
良
２
７
５
番
地

　

牧
之
原
市
役
所　

社
会
教
育
課

▼
持
参
先　

社
会
教
育
課
（
相
良
庁

　

舎
３
階
）、
各
庁
舎
市
民
課
窓
口
、

　

市
立
図
書
館

FAX
（
53
）
２
６
５
７

kyoiku@
city.m

akinohara.
shizuoka.jp

施設のコンセプトな
ど、詳細は市ホーム
ページ（図書館）へ

https://www.city.
makinohara.shizuoka.
jp/site/library/

このページでは、今号から「（仮称）牧之原市立図書交流館」が開館するまでの間、
新刊図書紹介などをお休みし、図書交流館関連のさまざまな情報をお知らせします。

愛牧之原市立
図書交流館

仮
称 を募集します称

ミルキーウェイ
スクエアの模型。
右側の○印部分
が図書交流館
▼



　

市
内
の
道
路
に
穴
ぼ
こ
な
ど
の
異

常
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
建
設
管
理

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
の
内
容　

▼
危
険
箇
所
の

住
所
ま
た
は
目
印
に
な
る
建
物
な
ど

▼
現
場
の
状
況
（
穴
の
大
き
さ
や
深

さ
、
施
設
の
損
傷
具
合
な
ど
）

連
絡
先
﹇
平
日
昼
間
﹈
▼
建
設
管
理

課　

☎
（
53
）
２
６
２
７

﹇
平
日
夜
間
・
土
日
祝
日
﹈
▼
榛
原
庁

舎
日
直　

☎
（
23
）
０
０
０
１
▼
相

良
庁
舎
日
直　

☎
（
53
）
２
６
０
０

　

市
内
の
特
産
品
な
ど
を
広
く
紹

介
・
周
知
し
、
生
産
者
や
販
売
者
の

売
上
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
軽
ト
ラ
市
ス
タ
イ
ル
で
販
売
す

る
物
産
市
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場　

▼
11
月
８
日
日
＝
相

良
庁
舎
駐
車
場
▼
11
月
15
日
日
＝
榛

原
庁
舎
駐
車
場　

午
前
９
時
〜
午
後

１
時
（
雨
天
決
行
）

出
店
数　

各
日
40
店
舗
程
度
（
予
定
）

＊
販
売
の
み
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
し
。

駐
車
場　

▼
相
良
会
場
＝
相
良
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
榛
原
会
場
＝
旧
Ｎ

Ｔ
Ｔ
駐
車
場

問
い
合
わ
せ　

▼
地
産
地
消
「
オ
ン

リ
ー
ま
き
の
は
ら
」
物
産
市
実
行
委

員
会
（
牧
之
原
市
商
工
会
内
）

☎
（
52
）
０
６
４
０
▼
商
工
振
興
課

山
崎　

☎
（
53
）
２
６
４
７

　

本
市
の
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補

給
制
度
と
住
宅
購
入
時
の
助
成
金
制

度
や
家
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
25
日
日　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分

会
場　

さ
ざ
ん
か
２
階
会
議
室

対
象　

市
内
で
住
宅
の
新
築
・
増
改

築
や
土
地
建
物
（
中
古
住
宅
含
む
）

を
購
入
予
定
の
勤
労
者

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

定
員

30
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限

10
月
23
日
金
ま
で

問
い
合
わ
せ　

ろ
う
き
ん
榛
南
支
店

☎
（
22
）
３
３
４
４

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最

低
賃
金
」は「
時
間
額
８
８
５
円
」（
令

和
元
年
10
月
４
日
発
効
）
で
す
。
特

定
の
産
業
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
４
（
２
５
４
）
６
３
１
５

　

例
年
実
施
し
て
い
た
「
年
末
調
整

等
説
明
会
」
お
よ
び
「
青
色
決
算
等

説
明
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
お
よ
び

参
加
者
の
安
全
を
考
慮
し
、
開
催
を

中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▼
年
末
調
整
な
ど
に

つ
い
て
＝
島
田
税
務
署　

源
泉
担
当

☎
０
５
４
７
（
37
）
８
２
７
３

▼
青
色
決
算
な
ど
に
つ
い
て
＝
島
田

税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
５
４
７
（
37
）
３
１
２
４

　

中
小
企
業
庁
の
「
中
小
企
業
デ
ジ

タ
ル
化
応
援
隊
事
業
」
は
、
Ｉ
Ｔ
専

門
家
を
「
中
小
企
業
デ
ジ
タ
ル
化
応

援
隊
」
と
し
て
選
定
し
、
中
小
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｔ
活
用
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

支
援
を
希
望
す
る
中
小
企
業
と
Ｉ

Ｔ
専
門
家
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

両
者
の
登
録
情
報
に
基
づ
き
無
料
で

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
要
件
を
満
た

す
支
援
提
供
を
行
っ
た
Ｉ
Ｔ
専
門
家

に
対
し
て
、
中
小
企
業
が
支
払
う
謝

金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
申
し
込
む
。

受
付
期
間　

令
和
３
年
１
月
31
日
日

ま
で

事
業
実
施
期
間　

令
和
３
年
２
月
28

日
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
デ
ジ
タ
ル

化
応
援
隊
事
業
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
０
（
２
０
０
０
）
７
２
２
７

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
一
時
的
に
雇
用
過
剰
と

な
っ
た
企
業
が
、
従
業
員
の
雇
用
を

守
る
た
め
に
人
手
不
足
な
ど
の
企
業

と
の
間
で
雇
用
シ
ェ
ア
（
在
籍
型
出

向
）
を
活
用
す
る
場
合
に
、
双
方
の

企
業
に
対
し
て
出
向
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
静
岡
事
務
所

☎
０
５
４
（
２
５
５
）
１
３
４
３

　

奨
学
金
の
返
済
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
、
無
料

電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
と
相
談
員
が
丁
寧
に
相

談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
18
日
水　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

相
談
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

し
ず
お
か
中
部
事
務
所

☎
０
５
４
（
２
７
３
）
３
７
１
５

募　

集

　

市
図
書
館
協
議
会
は
、
図
書
館
の

運
営
に
つ
い
て
館
長
の
諮
問
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
図
書
館
が
行
う
図
書

館
奉
仕
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
機

関
で
す
。

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

会
議
日
程　

平
日
の
昼
間
に
不
定
期

で
年
２
〜
４
回
程
度
開
催
予
定

対
象　

▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▼
満
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除

く
）
▼
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
▼
市
の
２
つ
以
上
の
審
議
会

の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人

報
酬　

１
回
３
５
０
０
円

申
込
方
法　

社
会
教
育
課
、
各
図
書

館
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
社

会
教
育
課
に
提
出
。
＊
後
日
、
面
接

に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

定
員　

２
人

申
込
期
限

11
月
16
日
月　

必
着

申
込
先　

社
会
教
育
課　

水
野　
　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　

焼
き
菓
子
店
「
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
マ

マ
」
さ
ん
（
細
江
区
）
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
ご
家
庭
で
も
簡
単
に
で
き

る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
一
緒
に
作

り
ま
す
。
参
加
者
と
介
護
職
員
の
座

談
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時

12
月
６
日
日　

午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

会
場

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
真
菜

対
象　

牧
之
原
市
在
住
で
、
在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
人
、
こ
れ
ま
で
介

護
を
経
験
し
た
人
、
今
は
介
護
を
し

て
い
な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
。

定
員

20
人

そ
の
他　

▼
送
迎
が
必
要
な
人
は
申

込
時
に
要
相
談
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
に
よ
り
、

延
期
・
中
止
の
可
能
性
あ
り

申
込
期
限

11
月
20
日
金

申
込
先　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

真
菜　

吉
田
・
大
石

☎
（
28
）
０
０
５
４

　

ご
質
問
や
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

①
看
護
師
（
日
勤
・
準

夜
・
深
夜
）
②
薬
剤
師
（
日
勤
・
早

番
・
遅
番
）
③
理
学
療
法
士
（
日
勤
）

④
検
査
技
師
（
日
勤
・
準
夜
・
深
夜
）

⑤
歯
科
衛
生
士
（
日
勤
）
⑥
介
護
福

祉
士
（
日
勤
・
準
夜
・
深
夜
）
⑦
看

護
補
助
者
（
日
勤
・
準
夜
・
深
夜
）

⑧
事
務
員
＝
総
務
（
日
勤
）
⑨
警
備

員
＝
非
常
勤
（
日
勤
・
当
直
）

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院　

人

事
・
採
用
担
当　

片
瀬

☎
（
22
）
１
１
３
１

日
時

11
月
22
日
日　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場　

静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

対
象　

ど
な
た
で
も
（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）

内
容　

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
部
門
＝

プ
ラ
バ
ン
、
ロ
ー
プ
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

ひ
も
人
形
な
ど
▼
申
込
型
の
体
験
部

門
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
り
、
内
容
な
ど
が
変
更
と
な

る
場
合
あ
り
。

参
加
費　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ご
と
に

実
費

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
指

定
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
。

 http://yaisei.jp/

申
込
期
間

10
月
21
日
水  

午
前
９
時

〜
11
月
15
日
日  

午
後
４
時
（
各
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ　

県
立
焼
津
青
少
年
の
家

☎
０
５
４
（
６
２
４
）
４
６
７
５

　

詳
細
は
、
公
式
サ
イ
ト
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

﹇
一
般
公
開
﹈

日
時

10
月
31
日
土　

午
前
10
時
〜

正
午

定
員　

最
大
千
人
（
年
齢
制
限
な
し
）

﹇
シ
ョ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
﹈

日
時

10
月
31
日
土　

▼
１
便
＝
午

後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分
▼
２
便
＝

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

定
員　

各
便
40
人
（
事
前
予
約
制
・

先
着
順
）
＊
小
学
生
以
上
対
象
。
小

学
生
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
。

﹇
日
帰
り
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

日
時

11
月
１
日
日　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

定
員

30
人
（
事
前
予
約
制
・
先
着

順
）
＊
小
学
生
以
上
対
象
。
小
学
生

は
大
人
の
同
伴
が
必
要
。

募
集
期
間　

各
運
航
日
の
３
日
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法　

公
式
サ
イ
ト
か
ら
申
し

込
む
。　

 http://m
iraie.org/

問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
推
進
機
構　

帆
船
「
み
ら

い
へ
」
事
業
部

☎
０
７
８
（
３
８
１
）
７
０
７
９

﹇
自
衛
官
候
補
生
﹈

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
で
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
で
２
〜
３
年
を
一
任
期
と
し

て
勤
務
し
ま
す
。

資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験

12
月
12
日
土

申
込
期
限　

試
験
は
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
藤

枝
地
域
事
務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

　
「
は
ぐ
く
む
庭
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
絆
応
援
隊
で

榛
原
児
童
館
前
を
造
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
庭
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
感
じ
た
想
い
を
愛
称
に
し
た
た

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

優
秀
賞
と
ア
イ
デ
ア
賞
の
人
に
は
、

賞
品
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

11
月
７
日
土
ま
で

対
象　

市
内
在
勤
、在
学
、在
住
の
人

申
込
方
法　

榛
原
児
童
館
に
あ
る
応

募
用
紙
に
記
入
し
て
提
出
。

問
い
合
わ
せ　

川
崎
絆
づ
く
り
実
行

委
員
会　

澤
島

☎
０
９
０
（
７
６
７
１
）
３
４
５
５

お
知
ら
せ

10
月
10
日
発
行
の
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

秋
号
が
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙

に
な
っ
て
い
ま
す
。
５
市
２
町
（
牧

之
原
市
、
静
岡
市
、
島
田
市
、
焼
津

市
、
藤
枝
市
、
吉
田
町
、
川
根
本
町
）

の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を

集
め
よ
う
！

　

詳
し
く
は
、「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
秋
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

静
岡
市
広
報
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
１
０
２
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
、
ま
た
は
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
、
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
ず
給
与
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
で
、
牧
之
原
市
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
（
雇
用
さ
れ
て

い
る
人
に
限
る
）
で
あ
る
場
合
、
傷

病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
期
間

12
月
31
日
木
ま
で

＊
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
保
年
金
課　

八
木

☎
（
23
）
０
０
２
３

　

新
成
人
を
対
象
に
「
令
和
３
年
成

人
式
挙
行
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し

ま
す
。
出
欠
席
の
返
信
は
、
11
月
30

日
月
ま
で
に
忘
れ
ず
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
地
区
別
に
２
回

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
就
職
や
就
学
で
住
所
を
市

外
に
移
し
て
い
る
人
も
成
人
式
に
出

席
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

11
月
30
日
月
ま
で
に
、
社
会
教
育
課

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
牧
之
原
市
成
人
式

日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日
日

﹇
旧
相
良
地
区
小
学
校
区
出
身
の
人

（
牧
之
原
小
学
校
含
む
）﹈

▼
受
付
＝
午
前
９
時
〜
▼
式
典
＝
午

前
９
時
30
分
〜

﹇
旧
榛
原
地
区
小
学
校
区
出
身
の
人
﹈

▼
受
付
＝
午
前
11
時
30
分
〜
▼
式
典

＝
正
午
〜

会
場　

い
〜
ら

対
象　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成

13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育

課　

山
本　

☎
（
53
）
２
６
４
６

「
牧
之
原
市
図
書
館
協
議

会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す

「
榛
原
総
合
病
院
」
で
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補

給
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

令
和
３
年
牧
之
原
市
成
人

式
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

「
は
ぐ
く
む
庭
」の
愛
称
を

あ
な
た
も
考
え
ま
せ
ん
か

地
産
地
消
「
オ
ン
リ
ー
ま

き
の
は
ら
」
物
産
市
開
催

簡
単・素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
ょ
う

帆
船「
み
ら
い
へ
」御
前
崎

港
体
験
航
海
参
加
者
募
集

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」自
衛
官
募
集
案
内

☎ ５
市
２
町
「
Ｇゴ

ーＯ  

Ｔト
ゥ
ーＯ
」

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

雇
用
シ
ェ
ア
活
用
で
雇
用

を
守
る
企
業
を
無
料
支
援

国
保
傷
病
手
当
金
の
対
象

期
間
が
12
月
末
ま
で
延
長

市
道
に
穴
ぼ
こ
な
ど
を
発

見
し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い

「
静
岡
県
の
最
低
賃
金
」に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
末
調
整
等
・
青
色
決
算
等

の
説
明
会
を
中
止
し
ま
す

中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ｉ
Ｔ
活
用
を
応
援
し
ま
す

奨
学
金
に
つ
い
て
の
悩
み

を
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

焼
津
青
少
年
の
家
ま
つ
り

フ
ェ
ス
タ
石
津
浜
を
開
催



広
報
ま
き
の
は
ら
vol.229

令
和
２
年
10
月
15
日
発
行

若
林　

由
莉
奈
さ
ん

わ
か
ば
や
し
・
ゆ
り
な　
　
　

御
前
崎
中
３
年　

地
頭
方
区

▼
記
録
的
な
猛
暑
の
日
々
が
や
っ

と
過
ぎ
去
り
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
な
ら
、

お
祭
り
な
ど
秋
の
催
し
が
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
す

が
、
今
年
は
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な

り
ま
し
た
▼
最
近
、
あ
っ
と
い
う

間
に
季
節
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
季

節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
か
ら

な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
気
付
き

ま
し
た
。
特
に
私
は
、
年
中
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
余
計
に

そ
う
感
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
そ
ん
な
中
、
今
月
は
栗
拾
い
や

稲
刈
り
な
ど
、「
実
り
の
秋
」
を

体
感
で
き
る
よ
う
な
取
材
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
萩
間
小
学
校

で
は
、
児
童
が
大
量
の
虫
や
カ
エ

ル
な
ど
の
生
き
物
に
苦
戦
し
な
が

ら
稲
刈
り
を
楽
し
む
様
子
を
撮
影
。

私
も
、
歩
く
た
び
に
足
元
か
ら
出

て
く
る
生
き
物
た
ち
に
内
心
ビ
ク

ビ
ク
し
つ
つ
、
秋
の
到
来
を
全
身

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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